
鼎
　
談

学
校
か
ら
社
会
へ

就
労
支
援
機
関
を
利
用
し
て

社
会
へ

支
援
者
に
支
え
ら
れ
て

社
会
へ

2

【鼎談】若者が抱える「働き始めることへの不安と、その対応」1

石川　若者はどんな不安を抱えて
いるのですか？
鈴木　不安は、おそらくその前に
何らかの不快というか、苦痛や失
敗や嫌な体験があるのだろうと思
います。学校での勉強や部活動、
大人は仕事、そして家庭、そこで
の人間関係や課題にある種負荷
（ストレス）を抱える状態は、ど
なたでも経験します。
　その時、思い通りにならない、
納得できない、目標を達成できな
かった、嫌なことを言われた、攻
撃された、誤解されたなど、とく
に、人間関係で思いとは逆の結果
になる、さらには板挟みも起こり
ます。そうした時に不快感情が生
じます。
　そこで人は、不快な事態がいつ
まで続くのか、次もそうなるのか、
と頭の中でどんどん考えが広がっ
ていきます。不快から不安につな
がりますが、「不安」は身の危機
を感知している状態で、何とか我
慢してこの場を切り抜けなければ
とも考えます。
　不安があるのにいつもの行動を
取ろうとすると、その人の生物的
な特徴、起き易い症状が出てきま
す。喘息の発作が増える、アトピー
がひどくなる、お腹の調子が悪い、
朝起きられない、寝つけない、頭
が痛いなどの身体的症状が現れま
す。
　精神症状としては不安を先取り
し、考えるだけで不安になる、意
欲が落ちることもあります。チッ
ク症状や繰り返し自分の髪の毛を

抜く、爪をかむなども生じます。
唐沢　サポステには、就職活動の
やり方がよくわからない、働いた
経験がないので自分に合う仕事が
わからない、不採用になったらど
うしようという不安や怖さがあ
る、人と話したりコミュニケー
ションをとったりするのが苦手だ
という若者も来ます。
　自分は働けるのだろうか、仕事
が覚えられるだろうか、失敗した
り怒られたらどうしよう、朝起き
られるかな、仕事が続かなくて辞
めたらどうしようと考えたりしま
す。不安の先取りというか、採用
される前からいろいろと想像して
しまいます。
　また、働かなければいけないの
に働いていない自分に焦っていた
り、年相応の仕事の能力や社会性
を求められて適応できるだろうか
と心配や不安を持ったりします。
　再び働くことに踏み止まってい
る状況だと、前の職場での嫌な経
験や辛い思いが、また起こるので
はないかと不安を抱えている場合
もあります。

石川　本人を支援につなげるため
にどのように見立てていますか？
鈴木　頭は危険や失敗を繰り返さ
ないように働きますが不快な状態
を想定した時、体験した不安や苦
痛が強かったり、あるいは周りか
ら「そのくらいで」と言われたり
すると、助けが必要なのに「誰も
わかってくれない」と不安を重ね
ることになります。

　夜、不快だった経験を思い出し
ていると不安な状態が生まれ頭の
中で不安が渦巻きます。明日、ま
た同じ事態に向き合わなくてはい
けないと思っただけで眠りたくな
い気持ちが起きてきます。悪夢を
見てしまうから眠りたくないとい
う人もいます。
　不快な事態を想定して気をつけ
ようという頭の役割が、不安まで
先取りしてしまいます。一人で考
えていると、同じことになるに決
まっている、やってもしょうがな
い、やる気になれないという事態
まで気持ちが追い込まれてしまい
ます。
　できれば、「そういう可能性も
あるよね。」と話しながら、「こう
考えたらどうだろうか。」という
風に誰かと話していくしかないの
です。ただ、ここでは本人の持っ
ているもともとの特性、人とのや
りとりをする力も脳の機能が少し
関係しています。
　人とやりとりする力は、知的能
力の問題がなければ、後は躾の問
題とか教え方の問題、あるいは本
人のやる気の問題と伝統的には見
てきました。だからうまくいかな
い事態があると、その人が困惑し、
抱えた不安に添うというよりは、
何で皆と同じようにできないの、
と非難的に見てしまう視点がずっ
と続いている現状があります。
　最近は、やりとりに関する脳の
特性が少し解明され、本人の責任
とか親の躾の問題だけではないと
いう見方が広まってきています。
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そうした支援的視点で本人の不安
が生じるメカニズムや背景、どう
したら切り抜け易いかという視点
で診ています。
唐沢　まずは本人の話をじっくり
聴きましょうという姿勢で臨んで
います。これまでの経緯とか自分
を取り巻く環境や未来のことな
ど、いろいろな話をしてくれます。
しっかりと聴いて、サポステをど
う利用していくかを話していき、
段々と次はこれをやってみようか
と、スタートラインを見極め、徐々
に設定していきます。
　本人に適する、適さない、どの
くらいできる、できないかもある
ので、こちらから指示、命令する
のではなくて、できるだけ本人に
決めてもらいたいと思っていま
す。
　私たちは提案する立場、どうす
れば一歩を踏み出しやすいかを一
緒に考えていきます。勿論、選ん
だステップが必ずしも上手くいく
とは限りません。スタッフが本人
と一緒に考えながら進んでいくこ
とで、「失敗しても大丈夫だ。も
う一回やり直せば全然ＯＫ。」と
関わり合い、そのスタートライン
を見極めていきます。

石川　不安を解消するための具体
的な手立ては？
鈴木　適応過程で生じた不安状態
に対処する力をつけることも大事
な子育て目標です。とくに真面目
な人は過剰適応的で自分で切り抜
けたい気持ちが助長され易く、不
安を一人で抱えがちです。不安対
処にはうまく依存する力を育てま
しょうと話しています。
＜上手に人に依存する体験を

積んでいくこと＞
　常識的な子育て目標としての適
応や社会的自立とは一見、逆に見
えますが、上手に人に依存する、
人に相談したり、わかってもらう、
これが少しでもできれば、症状と
なったり、一人で決めて、あるい
は、追い込まれて問題行動を出し
てしまったりすることにはなりに
くくなるはず、と期待するしかな

いと考えています。
　そこで相談したら、話したら、
わかってもらえた、認められたと
か、そういう経験を繰り返してい
きます。そうした関係体験が、将
来も生じる自身の不安をうまく対
処する力を、その人に作っていく
ことになるはずです。
　私は、学校の先生や親御さんに
は、適応をちゃんと意識する人と
その子の気持ちを引き出す人、そ
の二つの役割を意識することをお
願いしています。受け止め役は家
族が多いのですが、自分の気持ち
をちゃんと話せる人がいる、適応
を促す側はこういうやり方もある
けど、どう？と提案してくれる人。
これを一人二役でやると難しくな
ります。本人も気を遣って、その
人に本当の気持ちを言いにくく
なってしまいます。
　結局、本人に安心してやりとり
できるという経験を少しでも積ん
でもらうことを意識しています。
仕事に繋がるときも同じパターン
があるだろうなと思います。
唐沢　本人に、わかってもらえた
とか、認められたという、そういっ
た気持ちを持ってもらえるという
ことは、すごく大事だと考えてい
ます。
＜本人の意思を捉えて支援を
提案していくこと＞

　本人にステップを提案するの
は、ある程度の関係性が出来てか
らになります。それまでは本人が
やってみたいこと、取り組みたい
ことを優先して受け入れることも
あります。それをやって本人が次
のステップは何かとか、やってみ
たけど上手くいかないので次どう
すればいいかと言ってくれたら、
こちらから提案していきます。
　本人のやる気を削がないように
して一歩一歩進んでもらいます。
本人が思っている課題と、支援者

の考えた課題とが違うこともあり
ますが、「そうでないよ、それは
違っているよ。」と接すると、さっ
き言ったことがわかってもらえな
かったとか、認めてもらえないと
いう感覚になるので、しっかりと
本人の意思を捉えながら支援をし
ていくようにしています。
　個別相談、講座、職場体験で
は、本人の段階に合わせて出来る
こと、出来たことを一つ一つ増や
していきます。それを繰り返しな
がら、本人が「それでいいんだ。」、
「これくらい出来ていれば社会に
出られるんだ。」、「働けそうだ。」
と思える基準を作っていってあげ
る、それが私たちの役割なのかな
と思っています。
＜「心の貯金」を貯めていく＞
石川　心理の世界では、目の前の
人たちが自身の生きる道を歩んで
行く時に、今、どんな状況かなと
いうのを知るために、「心の貯金」
がどのくらい貯まっているのか、
教えてもらうことがあります。
　自分のことを認めてもらえな
かったり、批判されたり、失敗が
本当に積み重なってしまったら、
心の「がんばろう」と思う貯金は
なかなか貯まらないで、負債が
いっぱいになっているかもしれま
せん。でも、「なるほど君はそう
いうことを考えていたんだ。うん、
それはいいんじゃない。」と、周
りからも認めてもらえる経験を積
み重ねて行くことで、心の貯金が
少しずつ増えていきます。
　自分の考えを認めてもらい、今
日は不安がちょっとあるけども自
分にとって何かいいことをしたか
な、誰かにいいことをちょっとし
たみたいなことが積み重なってい
くと、もしかしたら心の貯金も貯
まって、次の道を選んでいけるの
かなと思いました。

こちらは、ダイジェスト版です。
全体の内容を御覧になりたい方はこちらへ
令和２年度　県・市町村青少年相談担当職員研修会
https://www.pref.gunma.jp/03/bv0100039.html


